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貝類（内湾産） ＜トウガタガイ上科 トウガタガイ科＞ 愛知県：絶滅危惧Ⅱ類 （国：準絶滅危惧） 
GASTROPODA (Inner Bay) ＜PYRAMIDELLOIDAE PYRAMIDELLIDAE＞ AICHI：VU （JAPAN：NT） 

ヌカルミクチキレ "Sayella" sp. 

 
【選定理由】 
 本種は和田ら（1996）で和名だけが
提唱された未記載種である。内湾奥の
泥干潟にヨコイトカケギリ（トウガタ
ガイ科）やカワグチツボ、エドガワミ
ズゴマツボと共に生息する。三河湾、
伊勢湾の干潟から潮下帯に広く分布す
るヨコイトカケギリと比べて、本種は
生息範囲が狭く、県内では汐川干潟の
奥部の泥干潟でのみ生息が確認されて
いるにすぎなかった（藤岡･木村,2000）。
その後、伊勢湾沿岸庄内川河口（木村, 
2010）、三河湾沿岸河和（早瀬・木村, 
2017）などで本種の生貝や死殻が確認
されている。本種は未記載種であるが、
県内における前述のような生息環境は
比較的調査が行われている。しかし、
本種の生息地は少なく生息面積も小さ
く、個体数も少ない。絶滅の可能性が
高い種であると評価された。 

【形 態】 
 殻長約 4 mm の微小種。殻は細い紡
錘形、黄褐色で成長脈は弱く、光沢が
強い。殻口軸唇には弱い襞が 1 本ある。
同所的に生息するカワグチツボとは一
見よく似ているので、混同されやすい
が、本種はさらに小型で殻表が平滑で
光沢があるので区別は容易である。 

【分布の概要】 
【県内の分布】 
 上述したように生息場所は限られていて、生息が確認される場所は少ないが、汐川干潟では健全
な個体群の生息が確認されている。美浜町布土（河合, 1998）からも死殻が記録された。 
【世界及び国内の分布】 
 未記載種であり日本でのみ記録されている。日本では陸奥湾、尾駮沼、小川原湖、志津川湾、浜
名湖、三河湾、伊勢湾、田辺湾、和歌、徳島県阿南市、周防灘西部、宮崎市一ツ葉入り江、中海、
油谷湾、天草等に分布する（福田・久保, 2012）。 

【生息地の環境／生態的特性】 
 【選定理由】の項参照。 
 

【現在の生息状況／減少の要因】 
 上述したように県内では、内湾干潟は比較的調査が進んでいるが、生息地は非常に少ない。 
 

【保全上の留意点】 
 内湾の潮間帯の環境を保全する。干潟の保全や、内湾域の水質の富栄養化を防止することが不可
欠である。 
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